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▼東京都教育委員会の目標 

・基礎的な学力の向上を図り、子供たちの個性と創造

 力を伸ばす教育を重視するとともに、国際社会に生

 きる日本人を育成する教育を推進する。  

          ※基本方針２より 

▼練馬区教育委員会の目標 

・確かな学力の定着・向上及び健康の保持増進・体力

 向上をより一層図るとともに、個に応じた指導を重

 視し、生涯にわたり主体的に学び続ける子供を育て

 る教育を推進する。    ※基本方針２より 

 

 

 

 

 

 ◇立野小学校の教育目標◇ 

   ○あたたかい心をもつ 

   ○すすんで学ぶ 

   ○つよい体をつくる 

 

 

 

 

 

▼保護者の願い 

 ・分かる授業、楽しい授業を進めることで学力を

  向上させてほしい。 

 ・心豊かな子供を育ててほしい。 

▼教職員の願い 

 ・学ぶ楽しさや喜びを味わわせたい。 

 ・心豊かで逞しい子どもを育てたい。 

▼地域の状況 

 ・自然環境に恵まれ、保護者や地域住民は学校教

  育に対する関心が高く、学校行事に対してとて

  も協力的である。 

  

 

 

      ◇学校経営方針◇ 

 ( 1 ) 認 め ら れ・ 鍛 えられ ・ 活 かさ れ る子 供  

   ・自他をいつくしみ、生命を大切にする教育の推進 

  ・集団生活の基本や学習規律の確立 

  ・「聞く」「話す」「読む」「書く」指導の徹底」 

 (2)学び合い・高め合い・授業で勝負する教師 

  ・年間指導計画に基づいた計画的な指導 

  ・教師としての資質向上・研鑽 

 (3)保護者・地域に開く学校 

  ・情報共有の機会の充実   

  ・地域行事への積極的な参加 

   ・学校評価の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◇ 各教科の指導の重点 ◇      

〔国語〕自分の考えや意図などが伝わるような力を伸

 ばすために、話す力や書く力の指導を児童の実態に

 応じて行う。 

〔社会〕地域社会から学ぶ体験的な学習の場を設定し

、 問題解決的な学習を進める。  

〔算数〕考える楽しさを味わえるような指導法や学習

 グループ編成を工夫する。   

〔理科〕基礎基本の確実な定着を図るとともに、自然

 を愛する心情を育成する。 

〔生活〕具体的な活動や体験を通して、自他のかかわ

 りを深め、生活上必要な習慣や技 能を育成する。 

〔音楽〕豊かに表現する力を育てるために、感性・音

 楽活動の基礎的能力を育成する。 

〔図画工作〕発想や構想する力・造形に対する感性を

 育てるために、授業の中に造形的 な創造活動を積

 極的に取り入れる。 

〔家庭〕日常生活に必要な基礎的な知識と技能の育成

 するとともに、個に応じた指導法を工夫する。 

〔体育〕授業の中で運動量を確保する工夫をすること

 で、運動に親しむ資質や能力を伸ばすとともに、児

 童自ら考え、工夫して取り組む力を育てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ◇道徳の指導の重点◇ 

・授業の充実を図ることで、児童の主体的な自覚を

 促し、道徳的実践力を高める 

・全教育活動を通して、互いに人格・人権を尊重し

 合い、思いやりの心を持って道徳的な実践ができ

 るような態度を育てる。 

・身近な社会生活の中から、人権にか かわる

問題を正しく理解させ、人権 を尊重する態度

を養う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  ◇立野小学校における確かな学力◇ 

 

 

 

 

学んだことを生活や学習に生かす力 

 

 

   

  

 

   ◇特別活動の重点◇ 

・一人一人を大切にし、互いに助け合い励まし合う

 人間関係を築けるよう支援する。 

・児童が主体的に活動できる場を設定する。   

   (立野フェスティバル) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学習指導要領が示す確かな学力   

 

 

 

 

 

 

・自ら学ぶ力 ・自ら考える力 

・問題を解決する能力 ・判断力 

・表現力  ・知識や技能 ・学び方                      

                                    

 

◇総合的な学習の時間の指導の重点◇ 

・学び方やものの考え方を身に付け、主体的、創造

 的に問題解決する態度を育てる。 

・各教科で身に付けた知識や技能を相 互に関

連付け、それらを総合的には たらかせること

ができるような授業 を工夫する。  

・地域の人材を積極的に活用する。  

 

 

 各教科・領域で身に付けさせたい基  

 礎・基本の定着  

 

 

 

 

 

 

 

                              

  基本的な生活習慣・学習習慣の定着   

 

    

 

 

 

 

 

       ◇ 進路指導の重点 ◇ 

・児童一人一人の能力や適正を正しく把握し、将来に希望や生き甲斐がもてる 

よう支援する。 

・学校生活の中で、自己のよさや役割について意識化させ

 る生き方指導を積極的に取り入れる。  

 

 

 

 

         ◇ 生活指導の重点 ◇ 

 ・挨拶を通して一人一人が快適な学校生活を送れるようにする。 

 ・基本的な生活習慣の定着を図る。 

 ・教育相談活動の充実を図り、配慮を要する児童に対し

、   迅速で組織的な対応をしていく。  

 

 

 

 

                  本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点 

 教育課程編成上の工夫  指導内容・指導法の工夫  校内における研究・研修の工夫  評価方法の工夫  家庭や地域との連携の工夫 

◇東京都スポーツ教育推進校の

成果を活かし、体育授業を改善す

るとともに、年間を通して運動に

親しみ体を動かす活動に取組み、

児童の体力向上を図る。 

◇特色ある教育活動の充実を図

 る。 

〔持久走大会・よみママクラブ〕 

◇年間指導計画・評価規準を見直 

し、授業における指導と評価の 一

体化を図る。  

 ◇３年～６年の算数科において

 少人数指導を実施し、個に応じ 

た指導をする。 

◇各教科で話す・聞く力を伸ばす 

指導法を工夫する。 

◇研究主題「自分の考えを広げた

 り深めたりできる立野の子」 

 ～読みとったことを伝え合う 活

動 を 通 して （ 国 語 科 ）～  

◇公開研究授業〔年間６回〕や 

事前授業の充実を図る 

 

 

◇１時間での評価規準

 を１項目に絞る。 

◇国語・算数科では観点毎に 

適切な評価をする。 

◇児童の学習意欲を向上を図

 るために、自己評価や相互 

評価を積極的に取り入れる。 

 

◇学校公開日を学期１回設定し、 

保護者や地域住民に公開する。 

◇道徳授業地区公開講座 を実

施する。〔１月〕◇地域、ＰＴ

Ａと共催で もちつき大会を実

施し、 相互の交流を図る。 

 

 


